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機動的な調査観測に係る調査審議の今後の進め方（案）について
〇 機動調査観測部会の設置について （資料 調１ー（７）より）
機動的な調査観測の実施にあたり、火山調査委員会による各火山の調査研究方策を踏まえた実施計画を
作成するため、本委員会の下に機動調査観測部会を設置し、以下の事項について調査審議を行う。
１．調査審議事項
（１）機動的な調査観測を進めるための実施計画の作成
（２）機動的な調査観測の推進方針
（３）その他

（※以下省略）

〇 機動調査観測部会の開催実績
 第1回（令和6年6月10日）
 第2回（令和7年3月3日）
 第3回（令和8年2月24日）※第8回火山調査委員会と合同開催

〇 これまでの機動調査観測部会の実施状況を踏まえた、機動観測に係る審議上の課題
• 機動的な調査観測の実施計画の作成にあたっては、火山調査委員会の調査研究方策と検討の粒度が近く、
機動調査観測部会において効果的な審議となりにくいなどの指摘あり。

〇 課題への対応（案）
• 機動調査観測部会委員数名に火山調査委員会委員を委嘱の上、機動調査観測部会を発展的に解消
（会議体は廃止）し、必要な調査審議は火山調査委員会で実施。
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「機動的な調査観測・解析グループ」
【事務局： 防災科学技術研究所、海洋研究開発機構 】

火山調査研究推進本部
政策委員会

調査観測計画

総合基本施策

総合基本施策、調査観測計画の策定
火山調査委員会

火山に関する総合的な評価（定例開催、臨時開催）
• 調査観測や総合解析の結果等を分析し、火山活動
の現状や推移、噴火切迫性、ハザード等を評価。

• 総合的な評価に基づき、機動的な調査観測を実施
すべき火山について、調査研究方策を検討。

機動調査観測結果
総合解析結果

機動調査観測部会
調査研究方策を踏まえ、機動的な調査観測を進め
るための具体的な実施計画を立案

平時：
実施計画

主に、火山機動観測実証研究事業、補正予算等で整備された観測資機材、システムを活用して、機動的な調査観測・解析を
All Japanで実施する体制を構築

大学、研究機関、行政機関

平時 ：機動的な調査観測の実施計画に基づき、調査観測・解析を実施
緊急時：グループからの緊急観測提案を火山調査委員長が承認することにより、調査観測を実施

参加

緊急時：
緊急観測提案
・委員長承認

 「機動的な調査観測・解析グループ」については、防災科学技術研究所と海洋研究開発機構が共同で事務局を務める。
 平時は、機動調査観測部会の実施計画に基づいて、機動的な調査観測を実施。
 緊急時は、グループからの提案に対して、火山調査委員会（委員長）の承認により、機動的な調査観測を実施。

総合基本施策・調査観測計画において、
「機動的な調査観測・解析グループ」を位置付け

評
価
結
果
等

機動的な調査観測・解析の実施体制（現状）
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機動的な調査観測・解析の実施体制（今後の対応（案））

火山調査研究推進本部
火山調査委員会

火山調査委員会において一体的・効率的に検討

「機動的な調査観測・解析グループ」
【事務局： 防災科学技術研究所、海洋研究開発機構 】

政策委員会

調査観測計画

総合基本施策

総合基本施策、調査観測計画の策定 火山に関する総合的な評価（定例開催、臨時開催）
• 調査観測や総合解析の結果等を分析し、火山活動
の現状や推移、噴火切迫性、ハザード等を評価。

• 総合的な評価に基づき、機動的な調査観測を実施
すべき火山について、調査研究方策を検討。

機動調査観測結果
総合解析結果

調査研究方策を踏まえ、機動的な調査観測を進め
るための具体的な実施計画を立案

平時：
実施計画

主に、火山機動観測実証研究事業、補正予算等で整備された観測資機材、システムを活用して、機動的な調査観測・解析を
All Japanで実施する体制を構築

大学、研究機関、行政機関

平時 ：機動的な調査観測の実施計画に基づき、調査観測・解析を実施
緊急時：グループからの緊急観測提案を火山調査委員長が承認することにより、調査観測を実施

参加

 「機動的な調査観測・解析グループ」については、防災科学技術研究所と海洋研究開発機構が共同で事務局を務める。
 平時は、火山調査委員会が作成する実施計画に基づいて、機動的な調査観測を実施。
 緊急時は、グループからの提案に対して、火山調査委員会（委員長）の承認により、機動的な調査観測を実施。

総合基本施策・調査観測計画において、
「機動的な調査観測・解析グループ」を位置付け

評
価
結
果
等

緊急時：
緊急観測提案
・委員長承認



機動調査観測部会の廃止について（案） 

 

令 和 ８ 年 1 0 月 1 9 日 

火 山 調 査 研 究 推 進 本 部 

火 山 調 査 委 員 会 

 

  

 機動的な調査観測の実施にあたり、火山調査委員会による各火山の調査研究方策を踏ま

えた実施計画を作成するため、本委員会の下に「機動調査観測部会」を設置し、調査審議

を進めてきたところである。今後、機動的な調査観測の実施計画等の調査審議にあたって

は、火山調査委員会において調査研究方策と一体的・効率的に進めることとする。 

ついては、「機動調査観測部会」を廃止する。 

 


